
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長中だより 第９号 

令和４年１２月２３日（金） 

学校教育目標：個の能力を伸ばし、自立して社会の形成者となるための資質を養う教育の推進 

        「謙虚な姿勢を持ち、自然に感謝ができる人間とは…」 

～W杯サッカーから学んだこと～ 

                                  校長 雨 澤 啓 司 

令和４年も年の瀬が近づいて参りました。４月にスタートした令和４年度も９ヶ月が経過しようと

しています。「コロナ禍」と言われ続け早３年目になりましたが、全国的な感染者数は、乱高下を繰り

返し、依然として終息しない状況にあります。本校においても５月に学校閉鎖を行い、生徒の安心・

安全を最優先に考え、適切に対策を講じることができました。未だ with コロナの状況ですが、学校

行事等のイベントも徐々に実施ができるようになり、安堵しているところです。ひとえに保護者と地

域の皆様、長万部町のご支援によるものと心より感謝申し上げます。 

 日本中が熱狂した「ワールドカップサッカー カタール大会」ですが、テレビで放映された試合だ

けでなく、森保監督や選手、日本人サポーターの振るまいが、世界中から注目され、賞賛されている

こともご存知かと思います。スポーツの世界大会ですから勝敗がメインとなることは言うまでもない

のですが、さまざまなメディアを通して伝えられた「日本人の良さ」を同じ日本人として「誇り」に

思う今日この頃です。 

 まず、猿渡先生も「卓球部通信」に掲載していましたが、日本代表選手たちの試合後のロッカール

ームの様子です。ビブスがきちんと整頓され、整った状態にされていました。さらに感謝のメッセー

ジも添えられ、勝敗に関係なくこのような「振る舞い」をする代表選手の皆さんは、本当に素晴らし

いと思いました。日本人サポーターも、試合後自分たちがいた場所のゴミ拾いを行い、きれいにして

いる様子も伝えられました。森保監督の「最敬礼」や「とにかく日本や日本人に勇気や希望を与えた

い」という気持ち、また、いつでも選手を称え、サポーターや日本で応援する国民へ「感謝の言葉」

を忘れない姿勢は、見習うべきものと強く感じました。 

 W杯サッカー大会から、私は上記の内容を改めて感じることができました。とかく人間は自分の思

いや考えを優先するあまり、周囲が見えなくなることがありがちです。でも、自分の幸せを願うとき、

まず周囲の意見に謙虚に耳を傾けると同時に感謝の気持ちを持ち続けることも忘れてはならないと思

います。 

 本日の集会では生徒の皆さんに「考えて行動する」ことの大切さを伝えました。何が正しくて、何

が間違っているのか、何がしたいのか、何をすべきなのか、ということをまずは自分の心でしっかり

と考えてほしいのです。失敗は「うまくいかないことを知る機会」と捉え、よりたくましく成長する

ステップと考えることができます。冬休みは「考えて行動する」絶好の機会です。是非、実践してみ

て欲しいと思います。 

 保護者の皆様、今年１年ありがとうございました。長期休業中は、生活リズムを整えることが難し

い場面もあります。小さな目標を一つずつ確実に達成するよう、さりげなくご助言いただければ幸甚

です。また「命」を守るあたたかくきめ細かな見守りをお願いいたします。 

皆様、良いお年をお迎えください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月の各学年の取組を紹介します。 

 ２年生は、保健体育科の授業で『全国小・中学校ふれあいダンスコンクール』に出場し、北海

道代表に輝きました。全国大会に提出した映像収録には、長万部らしさを盛り込んだ「カニポー

ズ」が取り入れられています。全国大会の審査日は、１２月２６日（月）です。 

 ３年生は、１２月１５日（木）に社会科の授業で『租税教室』に取り組みました。講師をお招

きして、税の使い道や役割等を学びました。身近な税について正しく理解し、社会の在り方を考

えるきっかけとして欲しいと思います。 

 １年生は、総合的な学習の時間で『福祉学習』に取り組んできました。施設を訪問することが

できない代わりに、地域の事業所の方々に元気を届けられるような DVD 動画を制作して送信

しました。 

 

 

 

 

各学年の様子 

 

 冬休みが始まり学校生活を離れ家庭中心 

の生活となります。受験、進学、いじめ問 

題、また、感染症拡大に伴うものなど様々 

な不安や悩みについて、生徒も保護者も相 

談できる各種相談窓口の連絡先をお知らせ 

します。 
 

 

主な相談窓口 

【各種相談窓口等】 

・子ども相談支援センター  0120-3882-56 

・児童虐待かもと思ったら   189 

・子どもの人権 110番       0120-007-110 

・北海道警察少年サポートセンター   0120-677-110 

・こころの電話相談     0570-064-556 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２／２９～１／３  学校閉庁日 

９日（月）成人の日 

１１日（水）３年生学年末テスト（～12日） 

１３日（金）冬季休業後集会 

１４日（土）ソロ・アンサンブルコンクール 

１６日（月）委員会 

１８日（水）会議日 

２０日（金）全道スキー大会（～22日） 

      スクールカウンセラー来校 

２１日（土）英語検定 

２４日（火）スキルアッププロジェクト 

２５日（水）会議日 

２７日（金）授業参観日 

      スクールカウンセラー来校 

２８日（土）卓球学年別大会 

２９日（日）道南地区吹奏楽コンテスト 

３０日（月）教育相談①（～2/3） 

３年生租税教室 


